
資料No．3－4  

国内感染症報告の状況（平成18年4月1日～平成18年8月31日）  

壷号  報告受領日  一般名   嘩疾粁 ＝．澱与年月  ′・投与前検査 ≡：∴（年月卜三  ※欄与後革査 
性別  代   （年月） 受血者備考岬軒   牒坤草個別堅A†   備考 

非溶血性副作用関連検査  

l  2006／4／20  人赤血球濃厚液（放射線照射）  
・抗血丼タンパク質抗体検 査二陰性  

被疑薬：採血後13日目   
細菌感染   06／04  院内血培（一）  

・血衆タンパク質欠損検査：  

欠損なし   

HBsAg（－）  

HBsAb（一）  

日日cAg（一）  

HCV－Ab（＋）  

HBsAg（一）  

05／04一  

05／05  

人血小板濃厚液（放射線照射）  05／02－  保管検体22本日BV－NAT卜）  

B型肝炎  
05／05  陰性（輸血前）陽性（輸血   ＜追加＞   担当医が、被疑薬を31本追加  

2  04／07－  後）   保管検休31本についてHBV－  
人赤血球濃厚液  05／04  NAT（－）  

05／04－  

05／05  

（03／03）  

HBsAb（－）  

HBcAg（＋）  

H8V－DNA（＋）  

（06／04）  

3  
C型肝炎  05／11  調査なし  

保管検体2本についてHCV－  
（05／1り   NATト）   

HIV－Ab（－）  

（05／12）  

HlV－Ag（＋）  

サイトメガロウイルス再活性 化等    HlV感染  
05／12  川∨－Ab（＋）  保管検体62本についてHtV－  

4   

人赤血球濃厚液（放射線照射）  
05／12－  HIV－RNA（＋）  陽性（輸血後）  NAT（－）   液製剤の因果関係なしと考え  
06／03   （06／03）  る（担当医）   

HIV－Ab（＋）  

川V－RNA（十）  

（0¢／04）  
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車舎受領良   ÷縁者 悪者  
頑津 薄綿庭獄‘＝≦≡  牒肇粍  牒割噂置 二．三・（卑見）∴．こ  ≡‡≡…頒叢後棒寮 ラ軸痺軸輌隋 廠血考廟輌A 凋酪   

HBsAg（－）  

HBsAb（＋）  

（06／04）  

日日eAg（＋）  

新鮮凛紹血叛  
06／02  HβeAb（＋）  

5  2006／4／24   人血小板濃厚液（放射線照射）  B型肝炎  
08／02  

陰性（輸血後）   
保管検体33本についてHBV－  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  
06／02－03  NAT（一）  

人赤血球濃厚液   
06／02－03   

HBsAb（＋）  

HBGAb（＋）  

HBV－DNA（－）  

（06／04）  

HCV－Abく＋）  

HCV－Ab卜）  
女  70  骨折等   06／01   （06／0り  陰性（輸血後）   

保管検体1本についてHBV－  
6  2006／4／26  人赤血球濃厚液（放射線照射）  

HCV－RNA（－）  
NAT（－）  

（06／04）  

HBV－DNA（＋）  

HBeAg（一）  

H88Ab（－）  

HBsAg（－）  

（05／08）  

HβsAg（一）  

B型肝炎   
陰性（揃血前）  

06／02     HBsAb（一）  
陰性（輸血後）   

保管検体3本についてHBV－  
7  2006／4／26  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  30  出血  NAT（－）   取り下げ   

HBcAb（－）  

HBV－DNA（－）  

（06／02）  

HBcAb（－）  

HBV－DNA（－）  

（06／04）  

人赤血球濃厚液  
08／03－／04  院内血培にて  

8  女  60  血液腫瘍   細菌感染  Bad‖usGereuSを同  同一採血番号の血頻7本で  

人血小板濃厚液（放射線照射）  06／04  
定   ホ菌試験実施：「適合」  

被疑薬：採血後3～4日日  

非溶血性副作用関連検査  
実施  

人赤血球濃厚液  女  60  大動脈奉離   細菌感染   2006／04  
・抗血妓タンパク賞抗体検  

9   

院内血培（－）   
査：陰性  試験実施：「適合」  

・血祭タン／くク質欠損検査：  

欠損なし  

人血小坂濃厚液（放射線照射）  
03／08－  

人血小坂濃厚液  
04／12  

男  70  血液腫瘍等   B型肝炎  03／09  陽性（輸血後）   
保管検体8本についてHBV－  

10  2006／5／2    人赤血球濃厚液  
05／03  

NAT（－）  

人赤血球凛厚液（放射揺照射）  
05／03   
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報告受領日   ＋椴各   葛看  牒時速 感染症名、  瀕享年膚て  投与前検蚕 こ〔（年月）∴  、：‡：‡投与後棒季 
性別   （年月） 

受血者癌邪NAT ⑩ヰ考個別叩ナ 

HBsAg（＋）  

HBsAb（－）  

日日sAg（－）  

（06／01）  

HB5Ag（－）  

皿  男  50  腎腫瘍等   B型肝炎   
06／03     HBcAb（－）  陰性（輸血前）   保管検体3本について日日V－  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  06／03  HBeAb（－）  陰性（輸血後）   NAT（一）  

（06／02）  

HBV－DNA（一）  

（06／02）   

HBV－DNA（－）  

（06／04）  

HB＄Ag（＋）  

HBsAb（－）  
HBV－DNA（＋）  

（06／04）  

男  40  血液腫瘍等   B型肝炎   HBsAg（＋） HB 陰性（輸血前）  保管検休4本についてHBV－  
12   陽性（輸血後）   NAT（－）  

sAb（－） HB 

cAb（＋） H8V－DNA（＋）  

（06／04）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  非溶血性副作用関連検査 ・抗血祭タン′くク箕抗体検  

13  2006／5／8   被疑薬：採血後3日目  女  70  血液腫瘍   細菌感染   06／04  院内血培（一）  査：陰性  
番号の血渠残りなし。照射赤  

人赤血球濃厚液（放射繚照射）  06／04  ・血紫タン／くク質欠損検査：  

被疑薬：採血後6日目  欠損なし   血祭で無菌試験実施：「適合」  

HOVコアAg（＋）  

14  C型肝炎  陽性（輸血後）  
保管検体3本についてHCV－  

06／02  NAT（－）  

（0（；／04）  

IgM－HEV－Ab（＋）  

tgG－HEV－Ab（十）  

HEV－RNA（－）  

HBsAg（－）  

人血小坂濃厚液（放射線照射）  05／05－09  HCV－Ab（－）  担当医より、保管検体の検査  

人血小坂濃厚液   男  50  血液腫痔  E型肝炎  05／05－09   （06／03）  
陽性（輸血後）  

保管検休34本についてHEV－   結果が陰性であったことから  

15   05／06－09  HEV－RNA（－）  RNA卜）   本剤との因果関係は否定され  
人赤血球濃厚液  05／05－09  （06／04）  た。   

IgM一日EV－Ab（十）  

IgG－HEV－Ab（＋）  

HEV－RNA（＋）  

（06／05）  

B型肝炎   
H8sAgト） （05／04）  

16  2006／5／17  人血小板濃厚液（放射線照射）  男  50  血液腫癌  05／1ト12  調査なし   
保管検体4本についてHBV－  

（05／1り   
NAT（－）  

非溶血性副作用関連検査  

17  2006／5／17  人血小板濃厚液（放射線照射） 疑 細菌感染   2006／02  
被薬：採血後3日目   院内血培にて緑膿 薗同定   ・抗血焚タン／くク賞抗体検 査：陰性  ・血焚タンパク賞欠損検査：  

欠損なし   
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潮害華領 

人血小坂濃厚液  
非溶血性副作用関連検査  

18  2006／5／17   被疑薬：採血後3日目 人赤血球濃厚液  男  70  血液腫瘍   細菌感染   2006／05  院内血培より Staphylococcus  

被疑薬：採血後13日目  aur机Sを同定。  

HBsAg（＋）  

H8sAg（－）  
取り下げ。  
検査結果を受けて、担当医よ  

19  2006／5／17  人血小板濃躍液（放射線照射）  女  90  血液腫瘍   B型肝炎   2006／04   （06／01） HBsAgト）  陽性（輸血前）   保管検体3本についてHBV－    り患者が輸血前よリH8V陽性  

人赤血球濃厚腐（放射繊照射）  HBV－DNA（＋）  陽性（輸血後）   NAT（－）   であったことから輸血血液と  

（00／01）  
の因果関係なしとのコメントあ  

（06／04）  
リ。   

HBsAg（＋）  

HBsAb（＋）  
HBsAg（－）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  
人赤血球濃厚腐（放射線照射）  B型肝炎   2006／03 2006／03  陰性（輸血前）  保管検体12本についてH8V－  

新鮮凍結人血叛  2006／03  陰性（輸血後）  NAT（－）   

（06／03）  

（06／05）  

非溶血性副作用関連検査  

「抗血策タンパク貫抗体検 査：陰  

21  2006／5／23  細菌感染  2006／05  院内にてグラム陰  
被疑薬：採血後13日目   性梓菌検出くE．coti）    性 ・血幣タン／くク質欠損検査： 欠損なし   

人赤血球濃厚液  
2006／5／23   女  4M  超低出生体重児  細菌感染  2006／04  検体なし  

当該製剤にて無菌試験実施 
「適合j   

非溶血性副作用関連検査  
・抗血焚タン′くク質抗体検 査 

23  2006／5／23  人赤血球濃厚液  男  ヰ0  AML   細菌感染   2006／05  血培結果陰性    ：陰性  
被疑薬：採血後12日目  ・血策タンパク賞欠損検査：  

欠損なし   

HBsAg（＋）  

HB＄Ab卜）  

H8eAg（＋）  

（05／】2）  

H8sAg（－）  

人赤血球濃厚液  2005／06  

24  2006／5／23   新鮮凍結人血渠  女  60  大動脈癌   B型肝炎  2005／06  陰性（輸血前）  保管検体10本についてHBV－  

人血小橋濃厚液（放射線照射）  2005／08  陽性（輸血後）  NAT（－）  

（05／06）  

HBsAb（－）  

H8cAb（＋）  

H8V－DNA（十）  

（06／05）  
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番号  報告受領日   丁般名 患者  席疾患 億凄症名  投与年月  投与前検査 ∴（年月）  ∴授与後検査 （年月）   

性別   
受血者個別NAT 献血者個別頗T  備考   

HCVAb（－）  

HCVcAg（一）   

25  2006／5／25  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  90  膀胱癌   C型肝炎   2006／01    （06／0り HCV－Ab（－）  陽性（輸血前）   
保管検体1本についてHCV－  
NAT（－）  

HCV－RNA（十）  

（06／01）   

保管検体2本についてHCV－  
NAT卜）  

C型肝炎   ＜追加＞  担当医が、被疑薬を1本追加  
（放射線照射）  

2006／02  HCV－Ab（－） （06／02）  HCVAb（＋） HCV－RNA（＋） （06／05）  調査なし  保管検体1本についてHCV－  
NATト）  

HBsAg（－）  

（06／03）  

HB声Ag（＋）  

（06／05）  

HBsAb（－）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  2006／02－04 2006／02 

27   男   8型肝炎  
－03   陰性（輸血前）  保管検体29本についてHBV－  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  2006／02 0 陽性（輸血後）  NAT（－）   

人赤血球濃厚液   2006／2－04   

HBsAg（＋）  

HBsAbく－）  

HBcAb（－）  

HBV－DNA（＋）  

（06／05）  

H8sAg卜）  
（06／02）  

HBsAg（＋）  

HBsAb（一）  

HBeAgく＋）  

男  70  腎疾患   B型肝炎   
保管検休2本についてH8V－  

28  2006／01  NATト）  

HBsAg（＋）  

HBsAbく－）  

HBcAb（＋）  

HBV－DNA（十）  

（06／05）   

HBsAb（＋）  

HBcAb（＋）  

HBV－DNA（－）  

（06／02）  

2006／03  

29   

2006／5／29   

女  80  肝腫瘍   臼型肝炎  
陰性（輸血前）  保管検体10本についてHBV－  

2006／03   陰性（輸血後）  NAT（－）  

HBV－DNA（－）  

（06／03）  

日日V－DNA（－）  

（06／05）   
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廟尊重嶺自 十鱒名 ；頒套草薮：・  ‡≡こ投写前橋盃＝，  
性男  、代  叛鍍離 

筆垂者個別鱒T 献＝如拳働脚郷 備考 

HBsAg（＋）  

HBeAg（－）  

HBeAb（－）  

IgM－HBcAb（＋）  

人血小坂濃厚液（放射線照射）   
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号  報告受領日   般名   患者  廃疾患 感染症名  鱒与年月  投与前検査 て月）  授与埠検査 ∴ 
別   （年月．）＝   受血看病別NAヤ 献血者個別NA千  備考   

819－DNA（－）  保管検体l本：8柑－DNA（＋）  
B19抗体  B19抗体【lgM］（＋）  患者検体とB19－DNA陽性保  

′くルポウイルスB19   0（i／04  ［lgM］ト）  B19抗体［lgG］（＋）  管検体でNSりVPl領域  

35  2006／6／5  人赤血球濃厚液（放射線照射〉  男  50  消化器腫瘍  感染  819抗体 ［I 保管検休2本 1069bpの塩基配列を比較した  

gG］（－）  B19－DNA（－）  結果、全ての塩基配列は一致  
（06／04）   B19抗体［lgM〕（－）  した。   

B19抗体［lgG］（＋）  

HBV－DNA（－）  

（05／07）  

36  2006／6／5  人血小板濃厚液（放射線照射） 人血濃厚（照）  男  40  血液腫瘍   
HBsAg（＋）  

B型肝炎   05／07－08   HBsAg（－） 0     HBsAbト）  陰性（輸血後）  

赤球液放射線射  05／08   （05／6）      HBcAbト）  陰性（輸血後）   
NAT（－）  

HBV－DNA（－）  

（06／05）  

HBsAg（＋）  

新鮮凍結人血渠  04／04  （05／07）  

8型肝炎  
04／04  HBsAg（－）    HBsAg（＋）   陰性（輸血耶）   NAT（－）   垂直感染が濃厚であるとの医  

37  04／04  陽性（輸血後）  療機関からのコメント  
人血小板濃厚液（放射線照射）  04／04   HBsAg（十）  

（06／05）  

日日sAg（＋）  

（06／05）  

人赤血球濃厚漉く放射線照射）  06／03  HBsAg（＋）  ・他医療機関での検査で輸血  
HBsAb（一）  

H鮎Ag（－） （06／03）   陽性（輸血前）  
前日BsAg（－）、HBsAb（＋）であっ  

38  B型肝炎  HBeAg 陳性（輸血後）  
NAT（－）  た。  

新鮮凍結人血策  06／03  
t担当医より輸血と因果関係  

IgM一日BcAb（－）  なしと考えるとのコメントあり。  
HBV－DNA（－）  

（06／05）  

院内にてグラム陽 性梓菌検出、大腸  
39   

被疑薬：採血後2日目  
血液腫瘍  細菌感染  06／05  月前の血培で腸  試供実施：「適合」  

菌検出（患者は2ケ   

性、大腸菌を検出し  施：大腸菌検出されず   

ている）  欠損なし  

C型肝炎   
05／D2－06 05／04 

－06   

40  2006／6／13  人血小板濃厚偏（放射線照射） 人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  20  血液腫瘍  

陽性（輸血後）   
NAT（－）  
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≠舶 
∴瀬睾車㌢  ・投与前検査  

性別  …＝代 （年月） （年月＝） 
増血看病二卿 徳考  

HOV－Ab（＋）  

HCV－コアAb（＋）  

HCV－Ab（－）  
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琴号  報告受領日   ＋塵名 患者  康疾患   億塵癌名  投与年月  投与前検査 二（年月ト  ＝＝投与後検章 
性別   （年月） 受血書癌如姉 献血者個知NA†   備考 

HBV－DNA（－）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（08／01）  

HBV－DNA（＋）  

HBsAg（－）  

HBsAb（＋）  

HBcAb（－）  

（06／02）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

（06／03）  

HBsAg（＋）  

HBSAb（－）  
・遡及調査対象事例  

HBcAb（－）  
・患者及び献血者検体とで  

HBV－DNA（＋）  
PreS／S領域を含むP領域の前  

HB5Ag（－） HB 
半部の1550bpの塩基配列を  

45  8型肝炎   05／†1   sAb（－） 05／11）                   ル1．× 105GOPies／mL  NAT（十）  確認したところ、両検体の壇  

（  

基配列は全て一致した。両者  

HBsAg（＋）  
のウイルスはGenotypeCで塩  

HBsAb（－）  
基配列よりSubtypeはadrと推  

HBeAg（＋）  
定した。  

HBeAb（－）  

HBcAb（－）  

H8V－DNA（＋）  

ウイルス王1．9×  
106GOPies／mL  
（06／05）  

HBsAg（＋）  

HBsAb（－）  

HBcAbト）  

HBeAg（＋）  

HBeAbト）  

HBV－DNA（＋）  

（06／06）   

Ht∋sAg（＋）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  05／10－06／4  HBeAg（－）  
HBeAb（＋）  

46   男  70  血液腫瘍再発   B型肝炎（劇症肝   05／10－0（；／3  H8sAg（－）     IgM－H8cAb（－）  陰性（輸血前）  NAT（－）  ・死亡と輸血との因果関係は  
人赤血球濃厚液（放射線照射）  炎）   （06／05）  陽性（輸血後）  不明との担当医コメント。   
人赤血球濃厚液  05／10－06／4   HBV－DNA（＋）  

（06／05）  

47  2006／6／23  新鮮凍結人血焚 人赤血球濃厚液  男  40  消化器腫瘍等  C型肝炎  06／2 06／2－3  HCV－Ab（－） （Ot；／01）  HCV－Ab（＋） HCV－RNA（＋） （06／06） HCV－Ab（＋） HCV－RNA（＋） （06／06）  陽性（輸血後）  NAT（－）  
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HBsAg（－）  

（05／1り  

HBsAg（－）  

48  200（；／6／26  人赤血球濃厚液   女  50  血液腫瘍等   8型肝炎   05／11－12     HBsAb（＋）  陰性（輸血前）  

HBcAb  揚性（輸血後）   
NATく－）  

HI弱陽性  

HBV－DNA（－）  

（05／08）   

非溶血性副作用関連検査  

人赤血球濃厚液  
49  2006／6／30   （採血9日目）   女  40  血液腫痔   細菌感染   06／6  

院内にて血培実施：  

陰性  
査：陰性  
・血焚タン／くク質欠損検査 試験を実施：「適合」  

欠損なし   

HBsAg（＋）  

（06／03，04）  
HBsAg（一） HBsAb（ 

－）   
担当医より、肝炎は軽快傾向  

（05／10） HβsAg（一）  

にあり、基礎疾患による肺炎  
50  2006／6／30  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  70  血液腫瘍   B型肝炎   06／2  002  陽性（輸血後）   

NAT（一）  の合併による死亡と考える  

（6／） 川】∨ 
が、肝炎の関与は否定できな  

－DNA（＋） 0602  いとのコメント。   

（／）  
（06／02．05．06）   

HB＄Ag（＋）  

（06／06）  

HBV－DNA（＋）  
供血者の再献血：H8cAb（←）時  

人赤血球濃厚液  97／11  
の保管検体個別NATはHBV一  

51  2006／7／6   新鮮凍結人血歎   男  80  消化器腫瘍   B型肝炎  97／11   陽性（輸血後）   NAT（－）  DNA（－）であり、また当該献血  

HB5Abく一）  
時はHBcAb（＋）かつHBsAb（＋）  

HBcAb（＋）  
であった。   

（06／09）  
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